
①出欠状況や授業態度（４０点）
②課題の提出状況・到達度テスト（３０点）
③検定試験の合否（不合格の場合でも試験内容や点数で評価）（３０点）
※①②③の総合点により、
　優（８５点以上）・良（７０～８４点）・可（５５～６９点）・不可（５４点以下）とする。

１年次に学んだ調剤事務請求の学習を基礎を発展させる。医薬分業で保険薬局での点数算定事務が可能で
ある。更に多くのドラッグストアで登録販売者の有資格者を求められている。薬剤師の数が限られているの
で、新たな資格として社会から必要とされている。薬への知識が本人とその家族・周囲の健康につながってい
る。

学生への
メッセージ

使用テキスト
及び参考図書

登録販売者速習テキスト＆重要過去問題集

成績評価の方法

１１月

１０月

９月

８月

重要過去問題／（午後の部）模擬試験、本試験

薬事関係法規・制度

主な医薬品とその作用②

２月

１月

１２月

学　 科 　名

担 当 講 師

７月

取得目標資格

単　 位 　数

授 業 概 要

２００９（Ｈ２１）薬事法の改正以前は一般用医薬品(１類、２類、３類）は薬剤師のみ販売可能であったが、改正
後、２類、３類は登録販売者でも販売可能となった。登録販売者になるためには毎年１２月に都道府県で実施
される登録販売者試験に合格し、販売従事の登録をする必要がある。その合格を目指し、科目内容の学習と
受験対策を行う。

医薬品に共通する特性と基本的な知識

主な医薬品とその作用①

重要過去問題／（午前の部）模擬試験

人体の動きと医薬品、医薬品の適正使用、安全対策

６月

３月

５月

４月

授業計画（シラバス）

専門科目

時　 間　 数2

授 業 形 態

授業科目名

科 目 区 分

伊集洋子

医療ビジネス科

２年次後期

登録販売士

30

講義演習

適性使用と暗算対策・医薬品の作用

開 講 時 期


